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類似度が最も高い解答候補を回答していた。方式 1 は 2 値分類
問題を解くときのバギングの考え方である。方式 1 は類似度が
同じだと解答がランダムになってしまうという欠点がある。方
式 2 は回帰問題を解くときのバギングの考え方である。方式 2
では誤答選択肢でも類似度が同じように加算されてしまう欠点















ID テキスト処理 平均正解率 [%]
⟨1⟩ 無し 40.7
⟨2⟩ 分かち書き 53.5










4.1で示したモデルのうち、⟨3⟩, ⟨4⟩, ⟨5⟩, ⟨7⟩, ⟨9⟩を用いてバギ
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